
高齢者腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡手術50例
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近ヤ ,人口高齢化により 高綸者の腰推手術が増

,し てきた 我″日■侵腱を目指して 視ヽ難手術を

2,01年 より■入し '00S年 よ
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部奮柱管狭中定に

も遺応を広げ 商齢者にも積極的に応用してきた

今回
'6歳
以上の高齢子の腰部キll管娑窄症10側 に

対する内祝鈍下祉弓切除術の成績を検討したので報

告する

対象および方法

mo`～ 2,,8年 に腰部書柱管黎,症 に内視蛯T祉

弓切Mlliを行 、ヽ 半年以上経過観察したお歳以上の

5,日を対線とした 平均年師
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男性20例 女性0硼 であつた 十^り
症が10国に

僣問板^ル ■アが,倒で合併していた 経過観察は

平均,2●月 6-31■ ■)で あつた 貯 歴として

高‖、工が,5例 群尿■9側 心疾患8倒 魁梃奎
`簡

瘍手術歴:例 などであつた 機器はM腑 鏃 w,t“

(メドト●‐ンクソフア｀アダネック社製 メンフィ

ス)を 用い 手晰|■片留遇入両,除 庄を行うた 推
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で |・とは 1倒ずつであつた 評

価はЮA'‐ ア 手術時間 出血量 合

':止

 術後

退院■で日数を用いた

結     果

,0ヽス●アは平均
`点
が2,点 に改善した 合併流

として 所中の曖匝畑傷角 例で 術後に筋力低下

をきたした例が2日 (2例とも2度の分離す^'症
|

^ル ‐アの
‐1発が 1例で見られた ^ル ■ア再発例

は再手術を行つた 追院まで =平均
`,日

(10～2,

日)で  全″合

'I症

は村になかった 手研時,]は

(lll間おたり, 1田分 (力～
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●′η点濤■-22'|イ ～2つ点に改番した
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症     例

rt表例1 7`歳 男性 L2′,A/・の腱椰l●柱管狭牢

症 ,OAス ‐ア16点 既往歴 ,両血圧 手術時間25'

分 (囃 間)11,I 8ヽ0, 術後 1`,■ に退眈 ,0バ ス・

アは1,点-2,点 に改善
した (図1 2)
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